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５
月
23
日
（
水
）
第
八
回
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
（
以
下
、
資
料
館
）
等

運
営
企
画
検
討
会
（
以
下
、検
討
会
）
が
、

厚
生
労
働
省
共
用
第
六
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　
議
事
一
は
、
資
料
館
の
平
成
23
年
度

事
業
実
施
状
況
及
び
平
成
24
年
度
事
業

計
画
で
あ
る
。
山
口
事
務
局
長
が
説
明

を
し
、
参
集
者
か
ら
意
見
を
頂
戴
し
た
。

増
田
参
集
者
は
、
学
校
教
育
と
の
連
携

事
業
は
評
価
で
き
、
一
層
の
充
実
に
期

待
す
る
と
述
べ
た
。
続
い
て
神
参
集
者

は
、
収
蔵
庫
増
設
が
必
要
と
い
う
説
明

を
捉
え
て
、
そ
う
な
ら
ば
事
業
計
画
に

出
て
当
然
だ
が
、
な
い
の
は
何
故
か
と

説
明
を
求
め
た
。
黒
尾
学
芸
課
長
が
、

収
蔵
庫
問
題
の
現
状
と
議
論
の
経
過
を

報
告
し
た
と
こ
ろ
、
神
氏
は
学
芸
課
や

運
営
委
員
会
か
ら
の
厚
労
省
へ
の
ア

ピ
ー
ル
は
あ
っ
て
も
、
運
営
受
託
者
が

厚
労
省
に
要
請
す
る
手
続
き
が
欠
落
し

て
い
る
印
象
が
あ
り
、
そ
の
点
を
山
本

疾
対
課
長
に
確
認
し
た
。
山
本
課
長
は
、

必
要
な
施
設
は
国
も
認
識
す
る
責
任
が

あ
る
。
収
蔵
庫
問
題
は
受
託
者
か
ら
も

聞
い
て
い
て
、
そ
れ
に
限
ら
ず
、
必
要

な
も
の
は
充
実
さ
せ
る
よ
う
鋭
意
努
力

し
た
い
と
応
え
た
。
す
る
と
半
田
参
集

者
が
、
似
た
資
料
は
一
つ
あ
れ
ば
良
い

と
言
わ
れ
が
ち
だ
が
、
資
料
館
の
特
色

か
ら
「
似
て
も
非
な
り
」
と
い
う
資
料

が
大
半
で
、
資
料
に
保
管
か
破
棄
か
と

い
う
優
先
順
位
を
付
け
て
は
な
ら
な
い

運
営
企
画
検
討
会

谷
口
課
長
補
佐
が
、
栗
生
楽
泉
園
内
の

重
監
房
資
料
館
の
新
設
計
画
を
説
明
し

た
。
こ
の
計
画
が
検
討
会
の
議
事
に

な
っ
た
の
は
、
そ
の
管
理
運
営
に
資
料

館
が
関
わ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
参
集
者
の
過
半
は
計
画

自
体
初
耳
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
こ
の
問

題
の
議
論
の
経
過
を
熟
知
す
る
佐
川
・

谺
参
集
者
が
発
言
し
た
。
佐
川
参
集
者

は
、
重
監
房
資
料
館
が
、
資
料
館
「
分

館
」
と
し
て
予
算
措
置
さ
れ
る
の
が
良

い
の
か
悩
む
。
長
島
や
菊
池
の
よ
う
に
、

独
立
館
と
し
て
や
れ
ば
、
運
営
も
し
や

す
い
だ
ろ
う
が
、
将
来
入
所
者
が
一
人

も
居
な
く
な
っ
た
後
、
運
営
費
を
誰
が

出
す
の
か
と
考
え
る
と
「
分
館
」
と
す

る
ほ
う
が
良
い
と
述
べ
た
。
ま
た
草
津

で
国
か
ら
運
営
費
が
出
る

「
分
館
方
式
」
が
採
用
さ

れ
れ
ば
、
長
島
や
菊
池
の

人
た
ち
も
そ
う
し
て
く
れ

と
当
然
要
望
す
る
。
こ
れ

に
国
は
ど
う
対
応
す
る
の

か
と
質
し
た
。
谺
参
集
者

は
「
分
館
」
に
は
反
対
し

た
が
、
厚
労
省
に
運
営
費

が
国
立
の
資
料
館
を
通
し

て
の
み
認
め
ら
れ
る
か
ら

と
説
得
さ
れ
た
。
そ
こ
で

名
称
を
重
監
房
資
料
館
と

し
、
独
自
の
運
営
委
員
会

を
置
い
て
、
活
動
の
主
体

性
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を

疾
病
対
策
課
に
約
束
さ
せ

た
と
述
べ
た
。
二
人
の
発

言
に
山
本
課
長
は
、
両
館

の
位
置
づ
け
に
上
下
は
な

い
。
た
だ
国
は
受
託
者
に

一
括
受
託
を
し
て
も
ら
う
等
、
運
営
面

で
可
能
な
も
の
は
共
通
に
す
る
。
両
館

に
運
営
委
員
会
を
お
き
、
活
動
の
独
自

性
は
認
め
る
が
、
国
の
施
設
と
し
て
整

合
性
あ
る
機
能
を
も
つ
べ
き
で
、
国
の

責
任
の
果
た
し
方
も
あ
る
。
そ
こ
で
資

料
館
の
運
営
委
員
会
に
は
重
監
房
資
料

館
の
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
。
重

監
房
資
料
館
の
委
員
会
は
、
地
域
で
の

活
動
内
容
を
調
整
す
る
と
整
理
し
た
。

ま
た
長
島
や
菊
池
な
ど
既
に
あ
る
資
料

館
の
運
営
を
今
後
ど
う
す
べ
き
か
、
こ

れ
か
ら
詰
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
な
お
二
つ
の
議
案
に
関
す
る
議
論
の

後
、事
務
局
の
計
ら
い
で
「
そ
の
他
」
で
、

資
料
館
運
営
委
員
会
の
見
解
「
資
料
館

が
抱
え
る
課
題
」（
①
資
料
館
の
法
令

整
備
②
資
料
館
の
組
織
改
編
③
資
料
館

学
芸
員
・
図
書
室
職
員
の
身
分
保
障
④

資
料
館
の
収
蔵
庫
増
設
⑤
重
監
房
資
料

館
と
の
関
係
性
）
を
、
参
集
者
に
も
問

題
意
識
を
共
有
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
、
資
料
を
配
付
、
黒
尾
学
芸
課
長
が

説
明
し
た
。
成
田
館
長
も
②
に
つ
い
て
、

学
芸
部
を
設
け
そ
の
下
に
学
芸
課
と
社

会
啓
発
課
を
設
け
る
必
要
性
を
説
明
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
時
間
の
関
係
で

そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
。も
っ
と
も
④
・

⑤
は
議
事
で
参
集
者
の
意
見
を
拝
聴
で

き
た
し
、
散
会
後
の
立
ち
話
で
も
、
資

料
館
の
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

参
集
者
の
反
応
は
良
好
で
あ
っ
た
。
ま

た
後
日
、
当
日
欠
席
さ
れ
た
鈴
木
参
集

者
か
ら
は
、
検
討
会
で
氏
が
常
に
発
言

し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
①
に
つ
い
て

資
料
館
を
揺
る
ぎ
な
い
存
在
と
す
る
た

め
、
国
の
責
任
で
当
然
実
現
す
べ
き
だ

と
い
う
助
言
を
頂
戴
し
た
。

と
付
言
し
た
。
最
後
に
鮎
京
参
集
者
が
、

前
検
討
会
で
健
康
局
長
が
進
展
を
約
し

た
資
料
館
保
管
の
検
証
会
議
資
料
の
整

理
・
公
開
の
た
め
の
作
業
現
状
を
改
め

て
質
し
た
。
山
本
課
長
は
、
作
業
の
滞

り
を
お
詫
び
し
た
い
。
資
料
館
と
も
相

談
し
、
作
業
日
程
や
優
先
順
位
を
整
理

す
る
と
応
え
た
。
そ
れ
に
黒
尾
学
芸
課

長
が
、
文
書
資
料
の
目
録
作
成
作
業
の

進
捗
状
況
を
補
足
し
た
。

　
議
事
二
は
、
重
監
房
再
現
に
関
す
る

基
本
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。

第
八
回
資
料
館
運
営
企
画
検
討
会

事
業
計
画
・
重
監
房
資
料
館
で
論
議
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６
月
22
日
午
後
２

時
か
ら
都
道
府
県
会

館
で
、
平
成
24
年
度

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
対

策
協
議
会
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
会
議
は

厚
生
労
働
副
大
臣
を

座
長
に
、
厚
労
省
と

統
一
交
渉
団
（
ハ
ン

セ
ン
病
違
憲
国
賠
訴

訟
全
国
原
告
団
協
議

会
・
全
国
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
入
所
者
協

議
会
・
ハ
ン
セ
ン
病

違
憲
国
賠
訴
訟
全
国

弁
護
団
連
絡
会
）
と

が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
残
る
課
題
解
決

の
た
め
に
毎
年
話
し

合
う
会
議
で
あ
る
。

　
議
題
は
、「
謝
罪
・

名
誉
回
復
に
つ
い
て
」「
社
会
復
帰
・

社
会
内
生
活
支
援
」「
在
園
保
障
」「
真

相
究
明
」「
将
来
構
想
」
の
五
つ
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
い
た
。「
謝
罪
・
名
誉

回
復
」
で
は
、
辻
泰
弘
厚
労
副
大
臣
が

政
府
と
し
て
名
誉
回
復
措
置
を
継
続
す

る
と
表
明
し
た
。

　「
社
会
復
帰
・
社
会
内
生
活
支
援
」

で
は
、
退
所
者
給
与
金
を
受
給
し
て
い

た
回
復
者
の
遺
族
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
、
作
業
部
会
で
検
討
す
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
ま
た
安
心
し
て
利
用
で
き
る

相
談
事
業
及
び
生
活
と
結
び
つ
い
た
啓

発
事
業
に
対
す
る
継
続
的
な
支
援
と
、

今
年
度
新
規
事
業
で
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病

対
策
促
進
事
業
を
各
地
で
展
開
し
や
す

く
す
る
た
め
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
作

業
部
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　「
在
園
保
障
」
で
は
療
養
所
職
員
に

つ
い
て
、（
１
）
政
府
の
定
員
削
減
計

画
か
ら
療
養
所
を
除
外
、（
２
）
賃
金

職
員
の
定
員
化
・
業
務
外
部
委
託
の
取

り
や
め
・
定
年
退
職
者
の
後
補
充
、

（
３
）
介
護
員
の
福
祉
職
化
、（
４
）
政

府
の
国
家
公
務
員
新
規
採
用
抑
制
計
画

か
ら
療
養
所
を
除
外
が
議
題
と
な
り
、

非
常
に
紛
糾
し
た
。

　
辻
副
大
臣
が
、「
閣
議
決
定
に
は
沿

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
所
者
の
良

好
で
平
穏
な
療
養
生
活
の
環
境
整
備
は

重
要
な
の
で
、
枠
内
で
努
力
す
る
。」

と
く
り
返
し
答
弁
し
た
の
に
対
し
、
神

全
療
協
会
長
は
「
こ
の
問
題
は
も
は
や

政
治
レ
ベ
ル
の
も
の
で
、
省
の
事
務
当

局
で
は
解
決
で
き
な
い
。
定
員
削
減
に

よ
り
、
不
自
由
者
棟
で
は
人
間
と
し
て

最
低
限
の
生
活
に
す
ら
支
障
が
出
て
い

る
。
数
年
来
く
り
返
さ
れ
て
き
た
「
努

力
す
る
」
と
い
う
答
弁
だ
け
で
は
、
も

う
引
き
下
が
れ
な
い
。
政
治
の
場
に
問

題
提
起
し
て
も
ら
え
な
い
の
な
ら
、
座

り
込
み
や
ハ
ン
ス
ト
な
ど
の
実
力
行
使

も
辞
さ
な
い
。」
と
発
言
し
た
。

　
こ
の
発
言
を
受
け
て
弁
護
団
が
、
定

員
削
減
計
画
か
ら
の
除
外
を
得
る
た
め

の
具
体
的
な
行
動
を
提
示
す
る
よ
う
求

め
た
の
に
対
し
、
辻
副
大
臣
が
閣
議
決

定
尊
重
を
く
り
返
し
た
た
め
、「『
入
所

者
の
療
養
生
活
に
必
要
な
定
員
の
確
保

に
万
全
を
期
す
』
と
し
た
衆
参
両
院
の

国
会
決
議
と
閣
議
決
定
と
は
ど
ち
ら
が

重
要
な
の
か
」「
国
策
と
し
て
人
権
侵

害
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ
か
ら
、
厚
労

省
だ
け
で
な
く
国
全
体
と
し
て
償
う
必

要
を
総
務
省
等
に
訴
え
て
ほ
し
い
」「
閣

議
決
定
の
変
更
は
新
た
な
閣
議
決
定
で

可
能
な
は
ず
で
、
自
公
政
権
下
で
の
閣

議
決
定
に
な
ぜ
民
主
党
政
権
も
拘
束
さ

れ
る
の
か
」
な
ど
、
根
本
的
な
問
題
を

指
摘
す
る
発
言
が
相
次
い
だ
。
結
局
辻

副
大
臣
は
小
宮
山
厚
労
大
臣
と
相
談
す

る
と
回
答
し
、
弁
護
団
は
両
議
員
懇
談

会
か
ら
総
務
省
に
申
し
入
れ
て
も
ら
う

と
宣
言
、
加
え
て
改
め
て
副
大
臣
に
説

明
の
機
会
を
用
意
す
る
よ
う
要
請
し
て
、

継
続
審
議
の
ま
ま
終
わ
っ
た
。

　「
真
相
究
明
」
で
は
、
各
園
の
歴
史

的
建
造
物
・
史
跡
等
の
保
存
の
た
め
の

検
討
会
を
厚
労
省
が
新
た
に
設
置
し
、

将
来
構
想
に
関
す
る
議
題
も
含
め
柔
軟

に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
重

監
房
再
現
施
設
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ

ン
グ
の
合
意
を
基
本
原
則
に
し
、
跡
地

の
買
収
と
発
掘
調
査
を
今
年
度
中
に
行

う
こ
と
、
当
館
・
長
島
愛
生
園
歴
史
館
・

菊
池
恵
楓
園
社
会
交
流
会
館
の
学
芸
員

及
び
図
書
館
司
書
の
地
位
の
安
定
化
に

つ
い
て
は
、来
年
度
実
施
要
領
か
ら「
ハ

ン
セ
ン
病
等
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を

有
す
る
者
」
と
の
採
用
条
件
を
盛
り
込

む
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

　「
将
来
構
想
」
で
は
、
前
述
の
新
た

な
検
討
会
設
置
や
、
厳
し
い
立
地
に
あ

る
療
養
所
か
ら
厚
労
省
が
頻
繁
に
必
要

性
を
聞
き
と
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
対
策
協
議
会
に
先
立
つ
同
日
午
前
11

時
か
ら
、「
ら
い
予
防
法
に
よ
る
被
害

者
の
名
誉
回
復
及
び
追
悼
の
日
」
の
式

典
が
と
り
行
わ
れ
た
。
小
雨
が
降
り
し

き
る
中
、
多
く
の
国
会
議
員
、
全
国
の

療
養
所
の
園
長
、
全
療
協
、
全
原
協
、

弁
護
団
ら
が
参
列
し
た
。
こ
の
式
典
は
、

従
来
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

す
る
週
間
」
に
代
わ
り
、
平
成
21
年
度

か
ら
補
償
法
の
施
行
日
で
あ
る
こ
の
日

に
毎
年
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
だ
。

　
ま
ず
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
一
分

間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
小
宮
山
厚
労

大
臣
式
辞
、
野
田
総
理
大
臣
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
披
露
、
横
路
衆
議
院
議
長
挨
拶
、

平
田
参
議
院
議
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露

が
あ
っ
た
。
残
る
課
題
の
解
決
に
努
力

す
る
決
意
や
、
回
復
者
に
穏
や
か
な
気

持
ち
で
生
活
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
願

い
が
表
明
さ
れ
た
。

　
献
花
を
挟
ん
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

の
最
終
解
決
を
進
め
る
国
会
議
員
懇
談

会
の
川
内
会
長
挨
拶
、
ハ
ン
セ
ン
病
対

策
議
員
懇
談
会
の
金
子
事
務
局
長
に
よ

る
中
曽
根
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
、

江
田
元
参
議
院
議
長
挨
拶
、
谺
全
原
協

代
表
挨
拶
、
神
全
療
協
代
表
挨
拶
、
遺

族
代
表
挨
拶
が
続
い
た
。
両
議
懇
会
長

か
ら
は
、
国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
計

画
か
ら
療
養
所
職
員
を
除
外
す
る
よ
う

総
務
省
に
申
し
入
れ
る
と
の
約
束
が

あ
っ
た
。
ま
た
谺
・
神
両
代
表
か
ら
は
、

謝
罪
や
努
力
の
言
葉
を
口
に
す
る
だ
け

で
な
く
実
際
に
政
策
へ
の
反
映
を
求
め

る
発
言
が
あ
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
対
策
協
議
会

式
辞
を
述
べ
る
小
宮
山
厚
労
大
臣

ハンセン病問題対策協議会
国会決議と閣議決定どちらが重要か

名
誉
回
復
及
び
追
悼
の
日

国
会
議
員
等
多
数
が
出
席
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現
在
、
春
季
企
画
展
「
青
年
た
ち
の

『
社
会
復
帰
』
―
１
９
５
０-

１
９
７

０
―
」
を
開
催
中
で
す
（
７
月
29
日
ま

で
）。

　
１
９
４
０
年
代
後
半
、
日
本
国
憲
法

の
制
定
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ
と
日
本

社
会
が
大
き
く
変
貌
し
た
時
期
、
化
学

療
法
剤
の
開
発
に
よ
り
ハ
ン
セ
ン
病
は

治
る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
政

府
の
対
策
は
、
患
者
を
療
養
所
に
隔
離

す
る
療
養
所
中
心
主
義
の
ま
ま
で
し
た
。

後
遺
症
が
軽
い
う
ち
に
治
癒
し
た
青
年

た
ち
は
、
経
済
的
・
社
会
的
支
援
も
、

正
式
な
退
所
規
定
も
な
い
状
況
下
に
、

敢
え
て
激
し
い
偏
見
に
満
ち
た「
社
会
」

へ
の
復
帰
を
試
み
ま
し
た
。
本
展
で
は

そ
う
し
た
人
び
と
の
声
を
通
し
て
、
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
に
と
っ
て
の
「
社
会

復
帰
」
と
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
私
た

ち
「
社
会
」
の
あ
り
よ
う
を
問
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
の
前
半（「
１
　
治
る
時
代
へ
」・

「
２
　
社
会
復
帰
を
め
ぐ
る
動
き
」）
で

は
、
療
養
所
内
の
「
社
会
復
帰
」
を
め

ぐ
る
状
況
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
１
９
６
５
年
制
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
映
像
「
あ
る
青
年
の
出
発
」
の
ほ
か
、

化
学
療
法
剤
の
実
物
や
社
会
復
帰
支
援

を
要
求
す
る
全
患
協
（
現
全
療
協
）

ニ
ュ
ー
ス
、
治
る
時
代
を
迎
え
て
療
養

所
の
今
後
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
声
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
続
く「
３
　
青
年
た
ち
の
社
会
復
帰
」

で
は
、
メ
イ
ン
の
展
示
と
し
て
「
社
会

復
帰
」
を
経
験
し
た
11
人
の
証
言
と
写

真
等
の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
病
気
を
隠
す
た
め
に
嘘
を
重
ね
、

周
囲
と
一
定
の
距
離
を
置
か
ね
ば
な
ら

な
い
孤
独
な
生
活
と
、
後
遺
症
を
抱
え

な
が
ら
生
活
す
る
悩
み
が
語
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
全
て
の
方
が
「
社

会
復
帰
」
し
て
よ
か
っ
た
と
話
し
て
い

る
こ
と
は
、
苦
し
み
を
抱
え
な
が
ら
で

も
、
自
ら
の
力
で
生
き
る
生
活
が
人
間

に
と
っ
て
い
か
に
大
切
か
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
最
後
の
「
４

　
社
会
復
帰
の
渦
の
中

で
」
で
は
、
後
遺
症
や
年
齢
等
に
よ
り

物
理
的
な
「
社
会
復
帰
」
が
難
し
か
っ

た
人
び
と
が
、
そ
れ
で
も
人
間
と
し
て

社
会
的
存
在
で
あ
ろ
う
と
す
る
模
索
に

中
修
一
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

つ
い
て
展
示
し
ま
し
た
。「
精
神
的
な

社
会
復
帰
を
」
と
い
う
願
い
、
あ
る
い

は
重
度
の
後
遺
症
を
せ
お
い
な
が
ら
自

分
の
手
で
生
活
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
姿
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
中
各
月
第
３
土
曜
日
に
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
催
し
、
６
月
10
日
に

は
熊
本
か
ら
二
度
の
社
会
復
帰
を
経
験

し
た
中
修
一
さ
ん
を
お
招
き
し
、
過
去

を
隠
し
て
生
活
し
た
時
の
経
験
と
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
と
し
て
地
域
に
生
き

る
今
の
心
境
に
つ
い
て
二
時
間
近
く
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
展
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
「
社

会
復
帰
」
経
験
者
の
声
は
、「
社
会
」

す
な
わ
ち
私
た
ち
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復

者
へ
の
心
の
視
線
の
あ
り
よ
う
を
浮
き

彫
り
に
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
「
社
会

復
帰
」者
に
不
安
と
苦
悩
を
強
い
た「
社

会
」
の
偏
見
が
、
今
の
私
た
ち
の
中
に

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
改
め
て
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
青
年
た
ち
の
社
会
復
帰
」

春
季
企
画
展
・
７
月
29
日
ま
で

ハンセン病医学夏期大学講座のご案内第 34 回

１．主　　　催　財団法人　日本科学技術振興財団、医学夏期大学実行委員会
２．期　　　間　平成24年８月20日（月）～８月24日（金）
３．受講対象者　医学・歯学・薬学・看護・医療福祉・医療技術を学ぶ学生
　　　　　　　　医師、歯科医師、薬剤師、看護師、臨床検査技師、その他の医療関係者
４．受講コース　総合コース【15名程度】：	ハンセン病・国際協力の講義、基礎医学講義・実習、外来診療見学、多磨全生園入所者と

の交流会、多磨全生園見学、ハンセン病資料館見学
　　　　　　　　看護・福祉コース【15名程度】：	ハンセン病・国際協力の講義、不自由者棟・病棟での実習、多磨全生園入所者との

交流会、多磨全生園見学、ハンセン病資料館見学
　　　　　　　　国際医療コース【20名程度】：	ハンセン病・国際協力の講義、多磨全生園入所者との交流会、多磨全生園見学、ハン

セン病資料館見学
　　　　　　　　※国際医療コースは、８／20（月）～８／22（水）の３日間
５．場　　所　国立療養所多磨全生園及び国立感染症研究所ハンセン病研究センター
　　　　　　　※最寄駅　西武池袋線清瀬駅、西武新宿線久米川駅、JR武蔵野線新秋津駅
６．経　　費　受講料：無料　　※宿泊施設有（若干）：寝具代のみ自己負担
７．申込期限　平成24年６月29日（金）
　　　　　　　※ただし、申込みが定員を超えた場合には、お断りする場合があります。
８．申込要領　別紙申込書に所要事項を記入し、下記の申込先へ送付して下さい。
　　　　　　　（申込後、受講を取りやめる場合は、速やかにご連絡ください。）

照会・申込先　国立感染症研究所ハンセン病研究センター庶務課
〒189－0002　東京都東村山市青葉町４－２－１
Tel　042-391-8211　　Fax042-394-9092
e-mail:kakidai@nih.go.jp　　URL:http://www.nih.go.jp/niid/ja/open-campus/hansen-college.html

社
会
復
帰
者
の
証
言
の
コ
ー
ナ
ー
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７
月
１
日
「
花
さ

き
保
育
園
新
園
舎
を

祝
う
会
」
が
小
宮
山

洋
子
厚
生
労
働
大
臣
、

朝
戸
裕
多
磨
全
生
園

園
長
、
渡
部
尚
東
村

山
市
長
、
熊
木
敏
己

東
村
山
市
議
会
議
長
、

神
美
知
宏
全
療
協
会

長
、
紀
伊
國
献
三
笹

川
記
念
保
健
協
力
財

団
理
事
長
、
加
藤
公

一
衆
議
院
議
員
、
谷

村
孝
彦
都
議
会
議
員

ら
の
列
席
の
も
と
行

わ
れ
た
。
花
さ
き
保

育
園
は
「
社
会
福
祉

法
人
土
の
根
会
」
の

運
営
で
、
東
村
山
市

内
の
別
の
場
所
か
ら

移
転
し
た
。

　
保
育
園
の
誘
致
は

多
磨
全
生
園
の
将
来
構
想
の
一
環
で
あ

る
。
２
０
０
８
年
10
月
新
保
庄
三
土
の

根
会
理
事
長
と
森
田
紅
花
さ
き
保
育
園

園
長
は
佐
川
修
入
所
者
自
治
会
会
長
を

訪
ね
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
の
精

神
を
活
か
し
て
保
育
園
を
作
ら
せ
て
ほ

し
い
」
と
要
望
書
を
提
出
し
た
。
自
治

会
で
は
施
設
や
東
村
山
市
に
相
談
を
し

て
こ
の
話
を
受
け
、
２
０
０
９
年
３
月

に
は
「
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」
で
「
人

権
の
森
」
構
想
と
共
に
保
育
園
の
誘
致

を
多
磨
全
生
園
の
将
来
構
想
と
す
る
こ

と
に
決
め
た
。
し
か
し
当
初
敷
地
の
借

地
料
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
単
価
一
万
円

ほ
ど
で
あ
り
、
保
育
園
誘
致
に
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
た
。
佐
川
会
長
や
入

所
者
自
治
会
は
国
会
議
員
や
関
係
機
関

に
訴
え
続
け
、
借
地
料
を
一
平
方
メ
ー

ト
ル
１
３
２
９
円
に
ま
で
下
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
２
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

を
貸
し
出
し
、
整
地
を
行
い
、
２
階
建

（
994
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
園
舎
の
工
事

が
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
新
保
理
事
長
は
「
保

育
園
を
作
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多

磨
全
生
園
入
所
者
自
治
会
の
み
な
さ
ん

が
、
自
ら
の
要
求
と
し
て
将
来
構
想
に

し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
今
日
お
い
で

の
数
々
の
団
体
が
そ
れ
を
支
援
し
て
く

だ
さ
り
ま
し
た
。
東
村
山
市
は
側
面
で

た
く
さ
ん
の
応
援
を
し
て
く
だ
さ
り
ま

し
た
。
今
日
、
こ
の
式
典
も
入
所
者
自

治
会
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
開
催
し

て
お
り
ま
す
。」「
私
た
ち
土
の
根
会
が

作
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ン
セ

ン
病
の
元
患
者
さ
ん
た
ち
が
自
ら
の
要

求
と
し
て
、
主
張
と
し
て
こ
の
保
育
園

を
作
ら
れ
ま
し
た
。」
と
入
所
者
自
治

会
や
関
係
者
へ
の
謝
意
を
述
べ
た
。
続

い
て
佐
川
会
長
は
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
返
り
な
が
ら
、「
私
た
ち
は
子
ど

も
が
い
ま
せ
ん
。
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
子
ど
も
の
声

を
聞
く
と
非
常
に
心
が
和
む
ん
で
す
。」

と
声
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
挨
拶
を
述
べ

た
。

　
新
園
舎
は
ガ
ラ
ス

張
り
が
多
く
、
外
の

人
と
交
流
が
し
や
す

い
作
り
と
な
っ
て
い

る
。
一
階
は
３
歳
～

５
歳
の
園
児
の
部
屋

で
地
域
の
人
々
と
接

す
る
交
流
ス
ペ
ー
ス

や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が

あ
り
開
放
的
な
作
り

と
な
っ
て
い
る
。
二

階
は
０
歳
～
２
歳
の

園
児
の
部
屋
で
、
屋

上
テ
ラ
ス
も
あ
る
。

定
員
は
128
名
。

　
花
さ
き
保
育
園
は

４
年
前
か
ら
遠
足
や

運
動
会
を
行
い
入
所

者
と
の
交
流
を
続
け

て
き
た
。
花
さ
き
保

育
園
の
職
員
は
「
こ

れ
ま
で
は
遠
か
っ
た

の
で
年
長
の
園
児
し

　
６
月
13
日
（
水
）、
辻
泰
弘
厚
生
労

働
副
大
臣
が
来
館
さ
れ
た
。
ま
ず
多
磨

全
生
園
を
訪
れ
、
納
骨
堂
で
の
献
花
の

後
、
資
料
館
に
到
着
し
た
。

　
館
内
で
は
平
沢
保
治
運
営
委
員
が
同

道
し
た
。
一
階
で
平
成
五
年
に
当
館
を

設
立
し
た
目
的
や
経
緯
を
簡
単
に
述
べ

た
後
、
二
階
の
常
設
展
示
室
を
ご
案
内

し
た
。
辻
副
大
臣
は
、
時
に
案
内
か
ら

外
れ
て
資
料
の
前
で
足
を
止
め
る
な
ど
、

予
定
時
間
を
30
分
以
上
も
超
過
し
て
常

設
展
示
を
熱
心
に
見
学
さ
れ
た
。

　
平
沢
委
員
は
「
資
料
館
は
２
億
６
千

万
円
を
超
え
る
年
間
運
営
費
を
税
金
か

ら
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
国
民

に
役
立
つ
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
の
資
料
館
で
あ
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
支
持
し

て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述
べ
、
協
力

を
お
願
い
し
た
。

か
多
磨
全
生
園
で
の
散
策
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
度
は
近
く
な
っ
た
の
で

よ
り
小
さ
い
園
児
も
園
内
に
連
れ
て
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。」

「
今
後
は
日
常
的
な
つ
な
が
り
を
大
事

に
し
な
が
ら
入
所
者
と
交
流
し
て
い
き

た
い
。」と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　
多
磨
全
生
園
の
入
所
者
数
は
251
名
、

平
均
年
齢
は
83
歳
と
な
っ
た
。
高
齢
化

に
よ
り
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
動
や
病
棟
に

入
室
す
る
入
所
者
も
増
え
て
い
る
。
入

所
者
と
社
会
と
の
交
流
は
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
花

さ
き
保
育
園
の
園
児
と
、
日
常
的
に
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
入
所
者
に

と
っ
て
は
大
き
な
励
み
と
な
ろ
う
。
花

さ
き
保
育
園
の
今
後
の
活
動
に
期
待
し

た
い
。

辻
泰
弘
厚
労
副
大
臣
来
館

常
設
展
示
を
熱
心
に
観
覧

花
さ
き
保
育
園
新
園
舎

展
示
を
見
る
辻
厚
労
副
大
臣

花さき保育園新園舎を祝う会
入所者と園児の交流深まる


